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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 2年 10月 

〔漁 業〕 

・ 10月の総水揚げ､漁獲量は35,403tで前年を2,866t上回り､漁獲金額は37億1,000万円で前年を4

億4,500万円上回った｡漁獲量では､底曳網漁､定置網漁､イカ漁､ブリ漁､イワシ漁が増加､タラ･

スケソウ漁､シシャモ漁が減少した｡漁獲金額では､定置網漁､イカ漁､イワシ漁が増加､タラ･ス

ケソウ漁､昆布が減少した｡広尾地区のイワシ漁は好調で29,345tの水揚､総体の漁獲量､漁獲金

額を押し上げている｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 今年最後の競り市｢オータムセール｣の売却総額は､13億8,593万円(税込)｡売却率78.33％｡ 

・ 今季の競り市は4回､計10日間開催｡合計販売総額は127億8,233万円となり､過去最高の前年の

118億円を大きく上回った｡ 

・ ホッカイドウ競馬は今シーズンの最終盤に突入した｡売上総額は27日時点で計画額を5割以上も

上回る477億円｡1991年度に記録した過去最高の454億円を更新した｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は3億800万円､前年を1億1,900万円上回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は19億3,800万円で前年を1億6,600万円上回った｡ 

・ 10月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､8件で､前年と同数となった。 

〔小売業・飲食業〕  

・ 広尾町で鈴木牧場を営む鈴木敏文さん(38)が､広尾町音調津の海水を釜炊きした天然塩｢十勝の

塩｣を商品化し､町内やインターネットで販売する｡ 

・ 全道各地の食材をはじめ地域の情報発信に取り組んでいる札幌のセンチュリーロイヤルホテル

は新冠町と連携し｢にいかっぷピーマンのチカラ｣と題したレストランフェアを31日まで開催｡ 

〔観光・その他〕 

・ えりも､浦河､様似､広尾の4町は､浦河町出身の田中光敏監督が製作する､襟裳岬の緑化事業を題

材にした映画｢北の流氷｣(仮題)に共同で計約3千万円を出資し､今後の製作委員会に加わる｡ 

〔雇 用〕 

・ 浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を下回った｡ 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を1億6,600万円上回り､

町発注工事は前年を1億1,900万円上回った｡漁業は､漁獲量･漁獲金額ともに前年を上回った｡

秋サケ定置網漁は終盤を迎えたが､日高沿岸の水揚げ量は前年比64.8％で不振となっている｡

観光では､襟裳岬観光が終盤を迎えつつある｡道内の観光客が中心で駐車場には車40台ほどが駐

車していた｡軽種馬産業の北海道市場では､｢オータムセール｣が開催され､売却額は13億8,593

万円｡今季4回の合計販売総額は127億8,233万円となり､過去最高の前年の118億円を大きく上回

ったが､地域経済活性化への寄与は少ない｡飲食店は､昼の来店客は戻りつつあるが､夜の来店客

減少は続いている｡少人数での利用はあるものの､宴会や法要等の団体予約はほとんど無く売上

は前年比減少している｡一部の町では､地域商品券等の地域応援対策を講じ､個人消費も高くな

りつつあるが､先行きの不透明感は強く､厳しい業況が続いている｡これから年末年始に向け､

景気の回復に期待しているが､これから先の見通しに不安を募らせている｡ 
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〔沿岸漁業〕タコ､カレイ漁等｡〔沖合い漁業〕底引き網漁､定置網漁､イカ漁､イワシ漁等｡ 

   総漁獲量 35,403㌧・金額 37億1,000万円(前年同月比2,866㌧増・4億4,500万円増) 

   

  

 

  

 

 

 

   

 

底曳網漁…………… 

定置網漁…………… 

カレイ漁…………… 

タコ漁……………… 

ツブ漁……………… 

イカ漁…･………･… 

タラ･スケソウ漁…･ 

サンマ漁…………… 

ブリ漁……………… 

シシャモ漁………… 

昆 布……………… 

イワシ漁…………… 

その他……………… 

 

2,208ｔ ・  197百万円 

2,395ｔ ・ 1,506百万円 

38ｔ ・   20百万円 

90ｔ ・   45百万円 

91ｔ ・  122百万円 

146ｔ ・   98百万円 

186ｔ ・   54百万円 

139ｔ ・   65百万円 

179ｔ ・   20百万円 

111ｔ ・  122百万円 

244ｔ ・  434百万円 

29,345ｔ ・  934百万円 

231ｔ・   93百万円 

 

(前年同月比   112ｔ増 ・  9百万円増) 

(前年同月比    125ｔ増 ・158百万円増) 

(前年同月比      1ｔ増 ・  3百万円減) 

(前年同月比     43ｔ増 ・ 22百万円増) 

(前年同月比     15ｔ減 ・ 9百万円減) 

  (前年同月比    124ｔ増 ・ 80百万円増) 

(前年同月比   137ｔ減 ・ 79百万円減) 

(前年同月比     64ｔ増 ・ 42百万円増) 

(前年同月比    122ｔ増 ・ 16百万円増) 

(前年同月比     25ｔ減 ・ 11百万円減) 

(前年同月比   1ｔ増 ・ 57百万円減) 

(前年同月比 2,349ｔ増 ・224百万円増) 

(前年同月比   102ｔ増 ・ 53百万円増) 

 

・10月の総水揚げ｡漁獲量は前年を2,866㌧上回り､漁獲金額は4億4,500万円上回った｡漁獲量で

は､底曳網漁､定置網漁､イカ漁､ブリ漁､イワシ漁が増加､タラ･スケソウ漁､シシャモ漁が減少

した｡漁獲金額では､定置網漁､イカ漁､イワシ漁が増加､タラ･スケソウ漁､昆布が減少した｡広

尾地区のイワシ漁は好調で29,345tの水揚､総体の漁獲量､漁獲金額を押し上げている｡ 

 ・8月末から始まった秋サケ定置網漁は終盤を迎えた｡10月末現在で日高沿岸の漁獲量は前年比 

64.8％と不振｡長く低迷する管内秋サケ漁に明るい兆しはまだ見えない｡日高沿岸の秋サケ漁 

は2016年から(18年を除く)激減している｡前年15年は豊漁となった年で､同年の管内全体の漁 

獲量は1万1,015㌧､金額は55億1,280万円｡一方､昨年19年の漁獲量は4,339㌧､金額は27億5,500 

万円だった｡特にえりも岬以東西部(庶野～襟裳岬)の漁獲量と金額は､2015年の2,509㌧､12億 

5,700万円から､昨年19年は377.9㌧､2億9,550万円と激減｡2年前の18年は比較的堅調な漁模様 

となった岬以西(岬～日高町門別)に対し､岬以東は今年を含め5年連続の極端な不漁が続き､関 

係者にとって一段と深刻さを増している｡今年の浦河沖のサケ定置も10月末までは不漁で､漁 

獲量で前年比約7割｡昨年19年に比べ魚価の上昇で漁獲金額は前年比95% になっているが、昨 

年も前年18年に比べ漁獲量は約64％､金額は同59％の不漁のため､今年も金額的には良くない｡ 

秋サケ定置網漁は､11月20日(えりも～浦河)から23日(三石～日高門別)までに終了する｡ 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

･ 今年最後のサラブレッド1歳馬の競り市｢オータムセール｣が終了した｡セール2日間に466頭が上

場し､365頭が売却､売却総額は13億8,593万円(税込)｡売却率は78.33％で歴代最高を記録した｡

購買登録者数は1,004人で､前年より203人多かった｡競馬人気を追い風に例年以上の活況だった｡ 

･ 今季の競り市は8～10月まで4回､計10日間開催｡5月のトレーニングセールが中止となったが､合

計販売総額は127億8,233万円となり､過去最高の前年の118億円を大きく上回った｡ 

･ 道営ホッカイドウ競馬が､好調な馬券販売を維持したまま今シーズンの最終盤に突入した｡売上

総額は27日時点で計画額を5割以上も上回る477億円で､バブル時代の1991年度に記録した過去最

高額454億円を29年ぶりに更新した｡今季のレースは4月から毎週平日に開催｡新型コロナウイル

スの影響で無観客が続く半面､競馬以外の娯楽の選択肢が狭まったことなどを背景に､馬券総売

上の96％を占めるインターネト販売が好調となっている｡ 

･ 日高地方の牧場が生産した競走馬が相次いで偉業を達成した｡日高町の長谷川牧場が生産したデ

アリングタクト(3歳牝馬)が18日の秋華賞(ＧⅠ)で牝馬として史上初の無敗三冠に輝き､新冠町

のノースヒルズが生産したコントレイル(3歳牡馬)が25日の菊花賞(ＧⅠ)で3歳クラシック三冠

を無敗で達成した｡中央競馬での｢無敗三冠｣に､地元関係者は喜びに沸いている｡ 

〔農 業〕 

･ 農林水産省北海道農政事務所は10月30日､2020年産水稲の10月15日現在の予想収穫量を発表し

た｡道内の作況指数は106の｢良｣(前年104のやや良)で､日高地方は108の｢良｣(同106の良)だった｡

水稲の作柄は､6月中旬から下旬にかけ､日照不足で穂数は｢やや少ない｣となったものの､7月上

旬から中旬にかけて天候に恵まれ1穂当たりのもみ数が｢多い｣となった｡ 

･ 静内産新米の初検査が2日行われ､品質検査を受けた8.31㌧の｢ななつぼし｣全量が1等米となった｡

今年の静内地区の稲作は､夏前半までの低温などで作柄が心配されたが､8月後半から9月前半に

かけ天候が回復し､平年を上回る収穫量を予想している｡しずない農協によると､同地区では今

年､農家25戸が約80㌶に作付け｡地区のブランド米｢万馬券｣は84㌧の出荷を目指している｡ 

〔花き栽培〕 

･ 10月の花き出荷実績は､109万本､金額 1億 3,859万円(前年 105万本､1億 2,690万円)｡ 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､19億 

3,800万円で､前年同月比で1億6,600万円増加した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和2年10月） 

  工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数   土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 7 2 5 14 61 37 58 156 3 

浦 河 町 1 6 9 16 19 40 43 102 1 

様 似 町 1 0 1 2 12 0 10 22 1 
えりも町 4 1 0 5 8 2 0 10 0 

広 尾 町 1 0 0 1 18 0 0 18 3 

計 14 9 15 38 118 79 111 308 8 

･ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 3億 800万円となった(前年同月1億 8,900万円)｡ 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は18件上回り､金額は1億1,900万円上回った｡ 

･ 10月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 8件で､前年と同数となった｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が639㌧(前年996㌧)で前年比35.8％の減少｡ 

出荷金額は1,177万円(同1,780万円)で前年比33.9％の減少｡ 

〔製 材〕 

・建材､プレカット材等は前年並みに推移し､大きな動きはない｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・果物類は本州産のミカン･ブドウ･カキ･ナシ､や輸入バナナが主体となっている｡北海道産の 

リンゴ等の入荷も始まっている｡ 

野菜類は北海道産主体｡葉物野菜や根菜類が多く出荷されている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・日高中央漁協(浦河町)第3回目の即売会｢秋さけ祭ドライブスルー特売｣が18日同漁協浦河市 

場屋根付き岸壁で開かれた｡通常の方式では｢3密｣になるため､新型コロナウイルス感染防止対 

策として､車内からの注文で海産物を手渡すドラブスルー方式を実施している｡販売開始時間 

前には町内外から約 60台が 100㍍ほどの車列を作った｡メインイベントとして 1台限定 5本 

までの生サケのオス(5㌔前後5,000円､4㌔前後4,000円､3㌔前後3,000円)や新巻サケ1本(約 

4㌔4,500円､約3.3㌔3,500円､約2.5㌔2,000円)を販売した｡ 

・一般社団法人日本野菜ソムリエ協会が主催する野菜ソムリエサミットの2020年10月度品評会 

で､浦河町上向別にある濱田農園の出品した｢ミニトマトジュース浦河｣が加工品部門の金賞を 

受賞した｡大阪出身の濱田さんは､浦河町に移住して野菜づくりに取り組んでおり､出品したジ 

ュースは品種｢キャロル10｣を使用し､塩分や水も一切不使用のミニトマト100％のジュース｡ 

・全道の高校生による洋菓子コンテスト｢ハイスクールパティシエロワイヤル2020｣で､広尾高 

校の3年生ペア､内山佳菜さん(17)と工藤唯さん(17)が3位に当たる奨励賞を獲得した｡作品は 

｢ベリーキュートなシロクマモンブラン｣｡受賞作品は､濃厚なチーズクリームにブルーベリー 

やハスカップソースの酸味と生チョコレートの風味を加え､飽きのこない味のバランスを追求 

した｡同校を含む上位4作品は26日から2週間､全道のセイコーマートで販売される｡ 

〔観光・その他〕 

・浦河町､様似町､えりも町､広尾町の各観光協会などが連携し､4町地域の観光ツアー誘致に力

を入れている｡17,18日には｢北海道カメラ女子の会｣(札幌･渡辺真弓代表)の委託を受け､旅行

業登録をしている浦河観光協会が､広域観光の実務を担う形で､襟裳岬や様似町の幌満峡を巡

るツアーを企画｡札幌などから約20人が参加し､自然景観の撮影を楽しんだ｡ 

・北海道運輸局は本年度､浦河､様似､えりも､広尾の4町の観光資源を活用しタイからの誘客方

法を探る｢とんがりロード広域連携地域観光資源の調査事業｣に取り組んでいる｡15,16の両日

は初めて4町にタイ人学生2人を招き､各観光地を案内して感想や受け入れ環境の課題について

意見交換した｡運輸局は聞取り内容をまとめ本年度中に報告書を作成､4町と課題を共有する｡ 

・襟裳岬観光が今年の終盤を迎えつつある11日､襟裳岬は風が少し強いながらもまずまずの晴

天に恵まれた｡岬の東側岩礁帯に白波が強く押し寄せ､反対側の西はべた凪のコントラストに

観光客らはその景観にしばし見惚れていた｡駐車場には､札幌､帯広など道内中心ナンバーの車

40台ほどが駐車していた｡ 



５ 

 

 

〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､1件(前年同月0件)､負債総額は1,500万円(同ゼロ)｡ 

〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は13件(前年同月12件)､負債総額は30億5,700万円(同22億7,300万円)､倒産 

  件数は前月比2件増加､前年比で1件増加となった｡            （東京商工リサーチ） 

〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は624件(前年同月780件)､負債総額は783億4,200万円(同885億7,800万円)｡ 

倒産件数は前月比59件増加､前年比で156件減少した｡ 

〔雇   用〕 

・ 10月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.27倍で､前年比0.25ポイント下降、前月比0.02ポイン

ト下降した。有効求人数は821人で前年比118人減少､前月比で9人の増加となった｡有効求職者

数は649人で前年比30人増加､前月比で18人の増加となった｡全道の月間有効求人倍率は0.97

倍で､前年比0.30ポイント下降､前月比で0.02ポイント上昇した｡ 
 

 
 

 
 

管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
  

10／18  第22回  東京ハイジャンプ                       （Ｊ・ＧⅡ） 
メイショウダッサイ 号        (新ひだか町 グランド牧場 殿生産） 

   
10／18 第25回  秋 華 賞                          （ＧⅠ） 

デアリングタクト 号             （日高町 長谷川牧場 殿生産） 
       
  10／25 第81回  菊 花 賞                         （ＧⅠ） 

コントレイル 号           （新冠町 ㈱ノースヒルズ 殿生産） 
 

  10／31 第63回  スワンステークス                      （ＧⅡ） 
カ ツ ジ 号           （新ひだか町 岡田スタッド 殿生産） 

 
   
日高沿岸秋サケ定置網漁 漁獲速報（10月31日現在累計） 

地  区 旧漁協名 漁場数 
漁獲重量 前年同期        前年比   漁獲金額        前年同期        前年比 

(ｋｇ) (ｋｇ) （％） （千円） （千円） （％） 

え り も 庶 野 5 273,286 310,027 88.1 219,188 189,239 115.8 

以東西部 えりも町 3 89,742 67,858 132.2 76,293 43,949 173.6 

（庶野～襟裳

岬） 
合計 8 363,028 377,885 96.1 295,481 233,188 126.7 

  えりも町 9 413,979 479,380 86.4 323,729 318,176 101.7 

  冬 島 3 143,655 277,763 51.7 117,082 180,027 65.0 

  様 似 4 244,997 393,563 62.3 220,627 260,221 84.8 

え り も 浦 河 4 212,806 305,564 69.6 194,502 205,020 94.9 

以西日高 荻 伏 2 197,895 311,451 63.5 180,630 201,909 89.5 

（襟裳岬～門

別） 
三 石 3 140,807 357,252 39.4 110,654 201,298 55.0 

  静 内 6 254,839 448,447 56.8 211,215 252,783 83.6 

  新 冠 3 130,409 241,487 54.0 108,303 136,657 79.3 

  門別町 4 66,748 152,731 43.7 51,059 82,855 61.6 

  合 計 38 1,806,134 2,967,639 60.9 1,517,801 1,838,945 82.5 

日 高 管 内 合 計 46 2,169,162 3,345,524 64.8 1,813,282 2,072,133 87.5 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和2年10月現在)                  (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 4,821 -157 -5 2,487 -52 -6 

日 高 町 11,393 -283 -9 6,034 -97 -4 

新 冠 町 5,401 -105 5 2,747 -30 3 

新 ひ だ か 町 21,943 -329 -20 11,599 -58 -17 

浦 河 町 12,006 -194 2 6,647 -41 11 

様 似 町 4,135 -109 -6 2,144 -31 4 

え り も 町 4,537 -101 7 2,124 -8 6 

日高地区合計 64,236 -1,278 -26 33,782 -317 -3 

広 尾 町 6,551 -139 -27 3,285 -43 -17 

大 樹 町 5,449 -79 2 2,721 -12 -3 

日高･十勝地区合計 76,236 -1,496 -51 39,788 -372 -23 

札 幌 市 1,961,737 2,595 55 1,078,633 9,883 478 

江 別 市 119,884 311 1 58,688 695 20 

石 狩 市 58,300 16 -1 28,129 276 26 

北 広 島 市 58,119 -198 -31 27,934 199 3 

恵 庭 市 70,120 70 28 33,889 117 -204 

千 歳 市 98,097 584 -25 50,957 927 -18 

石狩地区合計 2,366,257 3,378 27 1,278,230 12,097 305 

苫 小 牧 市 170,287 -985 -83 89,962 538 -43 

厚 真 町 4,434 -112 -8 2,096 -39 -2 

む か わ 町 7,758 -175 -31 4,083 -39 -16 

胆振地区合計 182,479 -1,272 -122 96,141 460 -61 

営業区域合計 2,624,972 610 -146 1,414,159 12,185 221 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                  (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和2年10月)  

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 821 80,551 -118 -14,947 9 3,483 

月間有効求職者数 649 83,398 30 8,102 18 1,959 

月間有効求人倍率 1.27 0.97 -0.25 -0.30 -0.02 0.02 

(資料出所:北海道労働局) 

 

 

３ 建築確認申請(令和2年10月) 

   （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 8 0 3 

(新ひだか町～広尾町) 令和2/4～令和2/10 累計 62 -8  

(資料出所:各市町村) 

 

  



７ 

 

 
 

４ 企業倒産状況(令和2年10月)  
                                        （単位：件、百万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 15 1 15 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 13 3,057 1 784   
全   国 624 78,342 -156 -10,236   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和2年10月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

160,571 1.11 1.00 58,523 1.09 1.01 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                     （単位：枚、百万円、％） 

 2年10月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 150 -33.33 -23.86 

交換金額 361 -22.03 -7.44 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和2年10月中の気象状況                          (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 13.0 172.5 171.5 1.0 173.7 98.1 

広   尾 11.9 178.5 163.1 1.0 104.1 97.4 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(令和2年10月) 

                                             （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 96,071 2.6 45,465 -0.2 141,536 1.7 

新ひだか町三石 16,339 3.3 10,249 -3.6 26,588 0.5 

浦 河 町 57,970 2.7 26,108 -0.3 84,078 1.7 

様 似 町 23,340 2.3 11,007 -7.2 34,347 -3.9 

え り も 町 22,960 -0.6 9,921 -2.6 32,881 -1.2 

広 尾 町 30,937 1.6 13,757 -4.7 44,694 -0.4 

    (資料出所：各町) 

 

 



８ 

 

             日高振興局からのお知らせ 
 
 

ひだか魅力発信･働き手確保室の取組 

について 
 

 

 日高振興局では、管内の様々な魅力を発信することで、日高への関心を高め、働き手の確保や

移住につなげていくことを目的として、今年度から地域政策課に「ひだか魅力発信・働き手確保

室」を設置しました。今回は主な取組をご紹介します。 

 
    
  日高地域の仕事や移住、観光等の情報を一体的に見ることができるポータルサイトを日高 

振興局ホームページ内に開設しました。 

 ○内容 

  ・トップページ：日高地域の概要、ＳＮＳ、各町ホームページへのリンクなど 

  ・「しごと」ページ：求人・就業支援に関する情報 

 ・「暮らし」ページ：移住に関する各種情報 

  

                      ★「ナナイロひだか」で検索してください！ 

 

 

 

                            

 
 
 
 
 
 
 日高地域の一次産業の魅力を伝えることで担い手の確保、移住につなげていくため、農業、馬

産業、水産業及び林業で働く人々の様子などを紹介する動画を制作しました。上記の「ナナイロ

ひだかポータルサイト・しごとページ」からご覧いただけるほか、北海道庁YouTubeチャンネル

「Hokkai･do･画」でも公開しています。 

 
 
 

 
 幅広い世代に日高の魅力を発信するため、Twitter、Facebook、Instagramのアカウントを開設

し、振興局の取り組みなどを投稿するとともに、関係団体や地域住民が投稿する地域情報をリツ

イート等の方法で共有することで、日高に関する様々な情報を一体的に発信しています。 

 

（問い合わせ先）日高振興局地域創生部地域政策課ひだか魅力発信･働き手確保室 

                             （電話：0146-26-7991）

「ナナイロひだかポータルサイト – 仕事と暮らしと日高の魅力-」の開設 

日高地域の一次産業で働く人々を紹介する動画「ひだかのチカラ人と仕事のスト 

ーリー」の制作 

日高振興局ＳＮＳアカウントを開設 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31の 2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1丁目 1の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日 ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

 

 

        業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4階 

 


